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４． 仕切弁・制水弁・止水栓等の設置 

1. 種類及び使用区分 

種       類 口     径 使 用 区 分 

 ソフトシール仕切弁 

（一体型） 
50mm 以上 道路、宅地 

 砲金製制水弁 30mm～５０mm 道路、宅地 

 ボール止水栓 20mm～25mm 道路、宅地 

 逆止弁付ボール止水栓 

 （伸縮・レバー式） 
20mm～４０mm 

メーターます内 

（メーター直前） 

    ※50ｍｍ以上で道路上（通路）に設置するのは仕切弁とする。 

 

2. 設 置 位 置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 給水管を道路及び通路に縦断して布設する場合は、交差点すみ切りから 1.5ｍ付近の

位置に仕切弁、ボール止水栓、砲金製制水弁を設置する。 

① 口径 50mm以上 

② 口径 40mm以下 

 給水管 
 
給水管 

 道路 

 砲金製制水弁 

 
ボール止水栓  

1.5ｍ付近 

配
水
管 

道
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道
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配
水
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 給水管 

 
道路 

 
給水管 

 
1.5ｍ付近 

 
仕切弁 
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（２） 給水管を宅地内に直接引き込む場合は、官民境界から 1.5ｍ付近に止水栓を設置

する。 

 砲金製制水弁 

道
路 

道
路 

 砲金製制水弁 

② 口径４０mm以下 

① 口径５０mm以上 

 
1.5ｍ付近  ボール止水栓 

 仕切弁  
1.5ｍ付近 

 配
水
管 

 配
水
管 

 給水管 

 給水管 

 宅地 

 宅地 

官民境界から 1.5ｍ付近に仕切弁又は砲金製制水弁を設置する。 
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3. 設 置 方 法 

 （１） ボール止水栓  公道及びこれに準ずる私道、宅地内共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２） 砲金製制水弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① PP φ20 φ25 

 

 

 

 ボール止水栓 
 メーター用継手 

② VP φ20 φ25 

 

 

 

 ボール止水栓 

 
鋼管用ユニオンシモク 

（ガイドナット付） 

③ S G P→ P P φ20 φ25 

 

 

 

 鋼管用オス 

 鋼管用ユニオンソケット 

 SGPソケット  止水栓 

④ PP φ３0 φ４０ φ５０ 

 

 

 

 砲金製制水弁 
 メーター用継手 
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 （３） 仕切弁（ソフトシール）公道及びこれに準ずる私道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ S G P→ P P φ30 φ40 φ50 

 

 

 
 砲金製制水弁  SGPソケット  鋼管用オス 

 鋼管用ユニオンソケット 

⑥ S G P→ P P φ30 φ40 φ50 

 

 

 

 SGPソケット 

 SGPエルボ 

 鋼管用オス 

 鋼管用ユニオンソケット 

 砲金製制水弁 

 鋼管用ユニオンソケット 

① φ50 VC短管 1号 L型仕様 

 

 

 

 仕切弁（ソフトシール） 

 VC短管 1号 L型 

 

 PP・SGP 

 PPは専用コア挿入 

 PP・SGP 

 PPは専用コア挿入 
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② φ50 受口付仕切弁仕様 

 

 

 
 

PP用 

 受口付仕切弁（ソフトシール） 

 PPは専用コア挿入  PPは専用コア挿入 

 
PP・SGP 

③ φ50 特殊短管 2号（仕切弁用）仕様 

 

 

 

 
ポリエチレン管 

 
ポリエチレン管 

 仕切弁（ソフトシール） 

 
特殊短管 2号（仕切弁用） 

 
ポリエチレン管金属継手 

おねじ付ソケット 

④ φ７５ VC短管 1号 L型仕様 

 

 

 

 仕切弁（ソフトシール） 

 
VC短管１号 L型 

 
HI－VP・SGP 

 
HI－VP・SGP 
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⑤ φ50・φ７５ 受口付仕切弁型仕様 

 

 

 

 受口付仕切弁（ソフトシール） 

 
 PP・PE・HI-VP 

⑥ φ７５以上 ダクタイル鋳鉄管（K型）仕様 

   上・下流側ともDIPの場合は、「短管 1号」又は「短管 2号」を使用し、継手部には「特

殊押輪」を使用する。 

 

 

 

 

  短管１号 

 DIP（K型） 

 仕切弁（ソフトシール） 

 短管２号 
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（４） 排 水 弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ30 φ40             φ50以上は仕切弁 

 

 

 

 

 
 合フランジ 

 VC短管１号 

 仕切弁（排水弁・FCD） 

 逆止弁（スイング式） 

 SGPエルボ 

 SGP乙切管 

 鋼管用ユニオンソケット 

 PP 

 鋼管用オス 

 SGPソケット 

 
砲金製制水弁 
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５． 仕切弁・消火栓きょう及び止水栓きょう等の設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 設置標準図及び仕様図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 仕切弁及び止水栓の開閉心を垂直にし、開閉操作に支障なく、きょうの中心になるよう

に設置する。 

（２） 各種きょうの据付け高さは、仕上がり面と同一高さとする。 

（３） コンクリート、アスファルト等内に止水栓及び仕切弁きょうを設置する場合は、点検及び

管理に支障のないようにする。 

（４） きょうの基礎は、十分につき固めを行う。 

（５） 止水栓きょうは、φ20～25mm用とφ30～50mm用の制水弁きょうがある。 

（６） 水抜栓の下部には、浸透ますを設置し、廻りには 30cm以上小石を敷きつめ排水を考

慮する。 

（７） 止水栓きょうの設置方向は、下図とする。 

仕切弁きょう設置標準図 

消火栓きょう設置標準図 
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７． 道路地下占用物件（埋設管）の名称等の明示 
 

 道路に埋設される電路、水道管、下水道管、ガス管等の構造及び掘削を伴う占用工事の実施

については、事故防止を図るため次のとおり標示をしなければならない。ただし、埋設される

水道管のうち、コンクリートで堅固に防護されたものは除く。 

 

１． 埋設管明示テープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 埋設管明示要領 

 明示方法は、胴巻テープと天端テープの使用により、識別を明らかにする。 

（１） 明示に使用する材料 

  ア． 材      料  塩化ビニルテープ 

  イ．  色    地色：青   文字：白 

  ウ． テープの形状  幅 5cm  厚さ 0.15mm±0.03mm 

（２） 胴巻テープの間隔 

  ア． 管長４ｍ以下   ３箇所/本（管の両端から 50cm並びに中間 1箇所） 

  イ． 管長５～６ｍ   ４箇所/本（管の両端から 50cm並びに中間 2箇所） 

  ウ． 異形管、弁類に該当しない場合は、テープの間隔が２ｍ以上にならないように箇所

を増加する。 

     なお、名称等の明示に用いるビニルテープ等の地色については、下記のとおりとす

る。 

  ア． 電 話 線      赤 色 

  イ． 電 力 線      オレンジ色 

  ウ． 工業用水道管      白 色 

  エ． 水 道 管      青 色 

  オ． 下 水 道      茶 色 

  カ． ガ ス 管      緑 色 

 

 

明 示 テ ー プ 

 

 

 

 2023 福島市水道局    内面粉体管 

     内面粉体管    2023 福島市水道局 

 2023 福島市水道局    内面粉体管 
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２． 埋設管明示シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事故防止を図るため埋戻し時に路面より 40cm程度下で管の中心位置に次のとおり標示

をする。 

（１） 明示に使用する材料 

  ア． 材  料     ビニルシート 

  イ．  色       地色：青   文字：黒 

  ウ． シートの形状     幅 150mm 

 

明 示 シ ー ト 

 

 

 

 

福島市水道局 

粉体塗装管 
この下に水道管あり注意 


